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20 202.思考・判断

3.態度

4.技能・表現

5.関心・意欲

評価方法

総合評価割合

達
成
度
評
価

試験 小テスト レポート

学部DP(番号表記）

学習到達目標

学生が到達すべき行動目標

2 各⾃⽬標に向けた作品のテーマ設定することできる。

4 各⾃が設定したテーマに沿った作品を制作することができる。

3/4/5 課題解決という⽬標に向かって意欲的に取り組むことができる。

4 各⾃が設定したテーマに沿った作品を⼝頭で説明することができる。

2 ものづくりにおいて社会との関わりを含めた意義・⽬的に関して設定することができる。

成果発表
（口頭・実技）

作品
ポートフォリ

オ
その他 合計

学
部
D
P

1.知識・理解

専門分野区分 作品制作 科目名 D1930A1科目コード

大阪情報コンピュータ専門学校　授業シラバス　 （2025年度）

学習一般目標

各専⾨分野への就職活動において必要な作品、もしくは⼀般就職を⽬指す学⽣に関しても各々に設けたテーマに対して
作品の制作(テーマ研究)を⾏う。
各テーマに対し、より深く考察し社会との関わりを含め、ものづくりを⾏う意義や⽬的を追求する。
それらの作品制作にあたり、⾃ら思考し、実践･表現を⾏うことで課題解決という⽬標に向かって意欲的に取り組む姿勢を
学びます。
また最終的には各テーマに沿った作品を完成させ、それらに対する⾃分の考えをプレゼンテーションという形で発表する
ことを⽬指す。

担当教員名 村上 貴祥 履修グループ 4C(SC) 授業方法 演習

DC制作研究

配当期 通年 授業実施形態 単位数通常

使用機器

使用ソフト

単位

授業の概要
および学習上

の助言

まずはじめに、各⾃が｢制作したい、知りたい、興味がある｣と思える研究テーマを設定。１年間を通してどのような研究を
進めていくのかのスケジューリングを⽴て、成果や進捗報告として企画･中間･最終発表時にプレゼンテーション⾏う。
基本的なインストラクションや作品に対する評価は教員が⾏いますが、あくまで各個⼈が⾃主的に調査･研究し、制作して
いくことを前提とします。

教科書および
参　考　書

随時レジュメ配布

履修に必要な
予備知識や

技能

研究の結論（制作物、論⽂等の作成）を導くために、どういった情報やスキルが必要なのかといったことを調べておく必要
があります。
卒業後の希望進路にかかわらず、各⾃が真剣に取り組める研究テーマを設定してください。興味関⼼をもって積極的にリ
サーチすること。

実務経験の
内容

美術専門学校でCGを学び、CG制作会社に就職。その後、大手ポストプロダクションのCG部門で14年間、CMや映画の
CG制作に携わる。フリーランスの3DCGクリエイターとしても、CMやプロジェクションマッピングなど幅広い分野での30年の
制作経験を活かし、3DCGの制作工程や操作方法を実践的に講義します。



第13回 作品の確認。中間発表1 講義・実習

第14回 課題解決型授業I
遠隔授業
実施時期:2期

別紙提示

第11回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第12回 作品の確認。中間発表1（受講生により変更あり） 講義・実習

第9回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第10回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第7回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第8回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第5回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第6回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第3回
企画内容発表
作品の制作およびブラッシュアップ.作業。進捗確認。

講義・実習

第4回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第1回
授業概要についての説明
作品の内容を確認の上、構成の企画を⽴てる

講義 講義・実習

第2回
作品の内容を確状況認の上、構成
の計画を立てる。進捗確認。

講義・実習

授業明細表

授業回数 学習内容 授業の運営方法 学習課題（予習・復習）

作品 企業に向けた作品や、積極的且つ⾃主的に制作された完成度で判断。

ポートフォリオ

その他 授業への出席、取り組み、態度などを含め総合的に判断する。

小テスト

レポート

成果発表（口頭・実技）
企画発表、中間発表１、中間発表２、最終発表のすべて出席。
※⼀度でも⽋席した場合は単位認定できません

評価の要点

評価方法 評価の実施方法と注意点

試験



第28回 最終発表 講義・実習

第29回 課題解決型授業III
遠隔授業
実施時期:3期

別紙提示

第30回 課題解決型授業IV
遠隔授業
実施時期:4期

別紙提示

第25回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第26回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第27回 最終発表（受講生により変更あり） 講義・実習

第22回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第23回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第24回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第19回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第20回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第21回
作品の制作およびブラッシュアップ
作業。進捗確認。

講義・実習

第16回
後期課題内容確認
継続・新規ともにヒアリング

講義・実習

第17回 作品の確認。中間発表2.（受講生により変更あり） 講義・実習

第18回 作品の確認。中間発表2. 講義・実習

第15回 課題解決型授業II
遠隔授業
実施時期:4期

別紙提示


